
 
  

 編集・発行 渋谷区文化振興課 令和元年 7 月 8 日 

■ 川本喜八郎 プロフィール 

1925 年：1 月 11 日渋谷区千駄ヶ谷に生まれる 

1946 年：東宝映画撮影所美術部勤務 

1951 年：飯沢匡に見いだされ人形絵本、ＣＭ製作などを始める 

1963 年：チェコ・プラハに留学、人形アニメの巨匠イジィ・トルンカに師事 

1968 年：「花折り」をはじめ、「⿁」（72）、「道成寺」（76）、「火宅」（79） 

     など、人形アニメーション映画を発表 

1982 年：NHK 人形劇「三国志」人形美術担当 

1988 年：日中合作人形アニメーション「不射之射」監督 

1990 年：日本チェコ合作人形アニメーション 

    「いばら姫またはねむり姫」監督 

1993 年：ＮＨＫ人形歴史スペクタクル「平家物語」 

     人形美術担当 

1995 年：日本アニメーション協会会⾧就任 

2003 年：連句アニメーション「冬の日」監督 

2005 年：人形アニメーション「死者の書」監督 

2007 年：⾧野県飯田市に川本喜八郎人形美術館オープン、館⾧就任 

2010 年：8 月 23 日逝去 

2012 年：6 月 4 日渋谷ヒカリエ８階川本喜八郎人形ギャラリーオープン 

■ 川本喜八郎 人形ギャラリー 

 川本喜八郎（1925～2010）は、渋谷区千駄ヶ谷に生まれ育ち、人形美術家・アニメーション 作家と

してＮＨＫ人形劇「三国志」、「平家物語」などを手掛け、世界的にも活躍し、多くのファン を魅了し

てきました。渋谷区では芸術や文化を、気軽に身近で楽しむアートスポットとして、川本喜八郎の生み

出した人形をテーマごとに常設展示しています。 

  

◆入 館 料 無料  ◆開館時間  午前 11 時～午後 7 時 

◆休 館 日 無休（ただし年末年始、展示入替期間は除く） 

◆所 在 地 渋谷区渋谷二丁目 21-1 渋谷ヒカリエ 8 階 

◆アクセス  

東急東横線・田園都市線、 

東京メトロ半蔵門線・副都心線 

「渋谷駅」15 番出口直結。 

ＪＲ線、東京メトロ銀座線、 

京王井の頭線「渋谷駅」と 

2Ｆ連絡通路で直結。  

◆問 渋谷区文化振興課交流推進係 

 ☎03-3463-1142 ※平日 8：30～17：15 

 

 

  瓦版 

№13 川本喜八郎 人形ギャラリー 

Puppet Master 

呂 布 奉 先 劉 備 玄 徳 諸 葛 亮 孔 明 

中 原 兼 遠 木 曽 義 仲 樋 口 兼 光 



 
  

 

  

第 14 回常設展 展示内容（令和元年 7 月 7 日～）  

  

 平家物語 

 流転 三界の巻 

一門の内紛で父義賢を失った木曾（源）義仲は、木曾に勢力を張る中原一族の庇護のもと、乳兄弟の兼光・兼平や巴とと

もに、たくましく成⾧した。従兄弟の頼朝と同年に挙兵した義仲は、地の利を生かした戦いで勢力を拡大し、徐々に平家

をおびやかす一方の雄にのし上がっていった。武勇の誉れ高い四天王を左右に従え、凛々しい女武者の巴・葵を両脇に、

義仲は北陸一帯を勢力下に切り従えてゆく。独立独歩の道を行く義仲に、頼朝の敵意は次第に増しつつあった。対抗する

勢力を持たなかった義仲は、身を切られる思いで、一子義高を頼朝のもとに人質として預ける。義高と頼朝の娘大姫との

間には幼い恋が芽生えたが、のちに悲劇の結末を迎えることとなる。 
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流転 くりからの巻 

寿永 2（1183）年の越中倶利伽羅峠の合戦は、義仲の鮮やかな勝利に終わった。敗残の平家は加賀に退いて必死の反撃を

試みるが、その陣中に身を置く老将斎藤実盛は、かつて 3 歳の義仲（当時は駒王丸）の命を救った恩人であった。いらぬ

情をかけられることを拒んだ実盛は、従容として木曾の郎党に討たれ、義仲はその首を前に号泣した。すでに、平家の大

黒柱、平清盛は治承 5（1181）に没しており、平家の凋落ぶりは明らかとなっていた。京の都を目指す義仲の行く手に立

ちふさがる最後の関門は比叡山であった。山門僉議と呼ばれる合議の場で、義仲の祐筆、覚明の手になる名文「山門牒状」

が音吐朗々と読み上げられる。ついに、比叡山は平家を見限った。義仲の入京は目前であった。 
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三国志 

平家物語 くりからの巻 非常口 
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君主と軍師・謀臣たち 
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今回は外の正面展示ケースに「劇団影ぼうし」と「中国楊州人形劇団」による日中合作大型人形

劇「三国志」で使用している人形たちを展示しています。これまで、小説、芝居、映画、漫画等で

知られてきた「三国志」ですが、日中合作の大型人形劇として公演するのは初めてでした。日本で

は 1990 年から 3 年連続公演し、総ステージ数 536、総観客動員数 43 万人の快挙を成し遂げ現在

も公演を続けています。約 120cm の人形たちを楽しんで頂けましたら川本先生も喜んでくださる

と思います。 

今夏（2019）は上野の東博で「三国志」の特別展が開催され、ブーム再燃のきっかけになること

が期待されています。吉川英治の小説、横山光輝の漫画の流行に続くかたちで、川本先生が人形美術

を担当された NHK「人形劇 三国志」（1982～84）が、日本初の『三国志演義』のほぼ完全な映像

化作品であり、ブームの一翼を担ったことは言うまでもありません（人形劇の原作、立
たつ

間
ま

祥
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訳書も近頃復刊されました）。その後はシミュレーションゲームが人気の主役に躍り出て、20 世紀末

には曹操墓の発見、2008 年には映画「レッドクリフ」が封切られるなど、メディアでの受容も多様

化しています。それだけ「三国志」が魅力的なコンテンツである証左なのですが、中国古典小説の中

で『三国志演義』だけが突出しているのは、日本特有の現象です。面白い小説は、 

実は他にもたくさんあります。「三国志」を起点に、関心の幅を広げてもらえたら 

と願う次第です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三国志    

君主と軍師・謀臣たち  

 「三国志」の最大の魅力は、軍師・謀臣たちの活躍にあるといって過言ではない。曹操における荀彧、孫権における周瑜、

劉備における諸葛亮らの行動は、彼らを用いる主人たちの器量と相まって、時代を形成する原動力となった。中国の戦闘は

国土が広大なため⾧期化するのが常である。日本のように一度の戦闘が「天下分け目」となり、国の命運を左右するのとは

対照的で、したがって、直接的な戦力よりも、政治力・経済力・外交力のほうがはるかに重要だった。彼ら謀臣たちは、主君

のために行動指針を打ち出し、命を賭けて論陣を張った。その意味で、「三国志」の時代は、智者の優れた論理だけが世界の

運命を決定する、まさしく「人間の時代」であったのだ。 
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解説・監修：平井 徹（慶應義塾大学講師） 

コラム 徹の部屋 

展示アドバイザーのひとくちメモ 


